
不審な電話や訪問者に
ご注意ください！
保健医療課　☎４２－５６１９

　
全
国
各
地
で
市
区
町
村
役
場
や
県
庁

等
、
公
的
機
関
の
職
員
を
名
乗
り
、
医

療
費
や
保
険
料
等
の
還
付
が
あ
る
と

言
っ
て
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
振
り
込
ま
せ
る
と

い
っ
た
悪
質
な
詐
欺
事
件
が
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。

　
市
内
で
も
同
様
な
事
件
が
発
生
し
て

い
ま
す
。「
携
帯
電
話
を
持
っ
て
Ａ
Ｔ

Ｍ
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
た

ら
、
詐
欺
に
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
還
付
金
の
支
払
い
は
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
は
行

い
ま
せ
ん
。「
還
付
す
る
」
と
言
わ
れ

て
も
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
は
行
か
な
い
で
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
保
険
証
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
を
渡
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
ら
、ご
家
族
・

ご
近
所
の
方
、
警
察
や
市
役
所
、
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
ご
相
談
・
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

広
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

（
広
島
市
中
区
東
白
島
町
19
‐
49
）

☎
０
８
２
‐
５
０
２
‐
７
８
２
２
㈹

『認知症サポーター養成講座』を開催します

高齢者福祉課　☎４７－１２８１
　
認
知
症
は
、
誰
も
が
な
る
可
能
性
の

あ
る
身
近
な
「
脳
の
病
気
」
で
す
。
認

知
症
に
な
っ
て
も
、
自
分
ら
し
く
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

く
た
め
に
は
、
認
知
症
に
つ
い
て
正
し

い
理
解
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
」
に
な
り
ま
せ
ん
か
。「
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
は
何
か
特
別
な
こ
と

を
す
る
人
で
は
な
く
、
認
知
症
を
正
し

く
理
解
し
、
認
知
症
の
人
や
家
族
を
温

か
く
見
守
る
応
援
者
の
こ
とv

で
す
。

講
師
　
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト

（
研
修
を
受
け
た
養
成
講
座
の
講
師
）

日
時
　
３
月
15
日
（
火
）

　
　
　
13
：
30
～
15
：
00

場
所
　
ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ

　
　
　
４
階
小
ホ
ー
ル

受
講
料
　
無
料

対
象
者
　
市
民

内
容
　
寸
劇
を
交
え
た
講
義

※
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話
等

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
先
　
高
齢
者
福
祉
課

申
込
期
限
　
３
月
11
日
（
金
）

　
２
月
３
日
（
水
）、
株
式
会
社
ゼ
ン

リ
ン
と
「
災
害
時
に
お
け
る
地
図
製
品

等
の
供
給
等
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

し
ま
し
た
。

　
災
害
が
発
生
し
た
と
き
は
、
被
害
状

況
の
把
握
、
安
否
確
認
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
の
情
報
共
有
等
、
様
々
な
場
面
で

地
図
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
協
定
に
よ
り
、
備
蓄
用
住
宅
地

図
（
５
冊
）
及
び
広
域
地
図
（
Ａ
０
サ

イ
ズ
５
部
）
を
無
償
提
供
、
地
図
の
複

製
利
用
許
諾
や
、
平
常
時
か
ら
Ｗ
ｅ
ｂ

上
の
ゼ
ン
リ
ン
住
宅
地
図
「
Ｚ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
　

Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
」
の
利
用
も
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
災
害
時
に
は
、
最
新
地

図
情
報
を
も
と
に
、
災
害
応
急
対
策
な

ど
迅
速
な
対
応
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

災害時における地図製品等の
供給等に関する協定の締結

　
過
去
に
ハ
ン
セ
ン
病
に
か
か
っ
た
こ

と
が
あ
る
方
に
は
、国
か
ら
補
償
金（
和

解
一
時
金
）が
支
払
わ
れ
て
い
ま
す（
既

に
亡
く
な
ら
れ
た
方
も
対
象
と
な
り
ま

す
）。

　
療
養
所
に
入
所
し
た
こ
と
が
な
い
方

も
対
象
と
な
り
ま
す
。
補
償
金
の
対
象

者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

※
す
で
に
国
か
ら
補
償
金
（
和
解
一
時

金
）
を
受
け
取
っ
た
方
は
、
対
象

と
は
な
り
ま
せ
ん
。

※
対
象
者
が
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
て

い
る
場
合
は
、
ご
遺
族
（
法
定
相

続
人
）
に
お
支
払
い
し
て
い
ま
す
。

※
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す

（
手
続
期
限
：
平
成
28
年
３
月
31
日
）

危機管理課　☎４２－５６２５

ハンセン病にかかったことはありませんか？
～補償金の申請手続期限が迫っています～

保健医療課　☎４２－５６３３

　
訴
訟
の
手
続
が
必
要
で
す
の
で
、
余

裕
を
も
っ
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

つ
ぎ
の
相
談
窓
口
の
い
ず
れ
か
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

①
公
益
財
団
法
人
沖
縄
県
ゆ
う
な
協

会☎
０
９
８
‐
８
３
２
‐
９
５
２
８

②
法
律
事
務
所

☎
０
９
８
‐
９
３
８
‐
４
３
８
１

③
厚
生
労
働
省
（
難
病
対
策
課
）

☎
０
３
‐
５
２
５
３
‐
１
１
１
１

※
お
電
話
で
「
ハ
ン
セ
ン
病
の
補
償

金
に
つ
い
て
」
と
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

担
当
者
が
対
応
い
た
し
ま
す
。

※
地
域
の
団
体
、
職
場
、
学
校
な

ど
に
出
向
い
て
の
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
も
随
時
行
っ
て
い

ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
高
齢

者
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

最新の住宅地図と協定書を
手にする関係者
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三次年金事務所　☎０８２４－６２－３１０７

退職後の国民年金の手続きについて

●
退
職
後
の
国
民
年
金
手
続
き

　
退
職
後
に
、
厚
生
年
金
保
険
の
適
用

事
業
所
に
再
就
職
す
る
場
合
は
、
引
き

続
き
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
の

60
歳
未
満
の
方
は
、
国
民
年
金
に
加
入

す
る
た
め
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
退
職
し
た
方
に
扶
養
さ
れ

て
い
た
60
歳
未
満
の
配
偶
者
に
つ
い
て

も
、
同
様
に
国
民
年
金
の
手
続
き
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
手
続
き
を
し
な
い
と
、
年
金
額

が
減
る
場
合
や
年
金
そ
の
も
の
が
受
け

取
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
必
要
な
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

●
手
続
き
の
方
法

 ◆
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
と

な
る
場
合

　
退
職
後
に
、
厚
生
年
金
保
険
の
適
用

事
業
所
に
再
就
職
し
な
け
れ
ば
、
60
歳

未
満
の
方
は
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保

険
者
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
場
合
に
は
、
退
職
日
の
翌
日
か

ら
14
日
以
内
に
離
職
票
等
、
退
職
し
た

こ
と
が
分
か
る
も
の
と
年
金
手
帳
等
基

礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
を
お
持
ち

の
う
え
、
年
金
事
務
所
ま
た
は
、
お
近

く
の
市
役
所
本
庁
・
各
支
所
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

 ◆
国
民
年
金
の
第
３
号
被
保
険
者
と

な
る
場
合

　
退
職
後
に
、
厚
生
年
金
保
険
に
加
入

さ
れ
て
い
る
被
保
険
者
の
扶
養
に
な
る

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
配
偶
者
は
、
国

民
年
金
の
第
３
号
被
保
険
者
に
な
り
ま

す
。

　
こ
の
場
合
に
は
、
被
扶
養
者
に
該
当

し
た
日
か
ら
14
日
以
内
に
配
偶
者
の
勤

務
し
て
い
る
事
業
所
を
管
轄
す
る
年
金

事
務
所
に
事
業
主
（
健
康
保
険
組
合
の

場
合
は
組
合
）
経
由
で
、
非
課
税
証
明

な
ど
の
収
入
確
認
の
た
め
の
書
類
と
年

金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
通
知
書

を
添
付
の
う
え
、
届
書
の
提
出
が
必
要

で
す
。

　
な
お
、
年
金
手
帳
等
は
事
業
主
が
届

書
に
基
礎
年
金
番
号
や
氏
名
が
正
し
く

記
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
れ

ば
、
添
付
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
氏
名
変
更
を
伴
う
場
合
は
省
略

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

◆
60
歳
以
上
の
場
合

　
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
や
65
歳
以

上
70
歳
未
満
の
方
で
、
老
齢
給
付
の
受

給
資
格
期
間
が
不
足
し
て
い
る
場
合
な

ど
、
任
意
で
国
民
年
金
に
加
入
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
年
金
事
務
所
又
は
市
役
所
本

庁
・
各
支
所
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

割
に
合
わ
な
い
日
本
!?

　Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
身
近
に
住
む
外
国
人
と
の
共

生
の
番
組
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
あ

る
日
本
人
は
「
日
本
は
日
本
人
だ
け
の
ほ

う
が
良
い
」
と
答
え
、違
う
日
本
人
は
「
外

国
の
人
を
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
日
本
は
死

ぬ
」と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
い
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
は
ど
う
思
い
ま
す
か
。
絶
対
的

に
正
し
い
答
え
は
な
く
、
私
た
ち
自
身
が

ど
う
す
る
か
を
決
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
外
国
籍
市
民
と
の
共
生
は
「
楽
な
」
話

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
言
葉
が
通
じ
な
い
時

も
あ
り
ま
す
し
、
習
慣
が
違
っ
て
ぶ
つ
か

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
の
事
件

を
受
け
て
テ
ロ
を
心
配
す
る
人
も
い
る
で

し
ょ
う
。
一
方
で
、
外
国
籍
市
民
が
い
る

の
で
助
か
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

農
業
や
漁
業

の
現
場
で
働

い
て
く
れ
て

い
る
の
は
、

彼
ら
で
す
。

み
な
さ
ん
の

娘
や
息
子
さ

ん
は
し
て
く

れ
る
で
し
ょ

う
か
。
ネ
イ

テ
ィ
ブ
の
英

語
や
中
国
語
等
の
外
国
語
が
学
べ
る
の

は
、
彼
ら
が
い
る
か
ら
で
す
。
日
産
の
ゴ

ー
ン
さ
ん
は
、
会
社
を
救
い
ま
し
た
。
来

年
度
か
ら
は
外
国
籍
の
技
能
実
習
生
も
介

護
の
仕
事
に
つ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で

す
。
彼
ら
が
い
な
い
と
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

が
な
い
地
域
も
出
て
く
る
の
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
農
村
の
「
嫁
」
不
足
を
補
う
た
め

に
、
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
日
本
に
「
お
嫁
さ

ん
」に
来
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
私
は
、
外
国
籍
市
民
無
し
で
日
本
は
成

り
立
た
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
良
い
悪

い
で
は
な
く
、
そ
れ
が
現
実
で
す
。
彼
ら

が
日
本
に
住
む
の
な
ら
、
彼
ら
の
人
権
を

守
る
こ
と
は
必
要
で
す
。「
都
合
よ
く
使

え
」
は
、
人
間
と
し
て
ど
う
な
の
か
と
思

い
ま
す
。
互
い
に
習
慣
を
見
直
し
て
、
住

み
や
す
い
環
境
を
作
る
。
私
も
変
わ
り
、

あ
な
た
も
変
わ
る
。
そ
れ
が
多
文
化
共
生

の
極
意
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
多
少
の
摩

擦
は
日
本
人
同
士
も
あ
り
ま
す
。
外
国
籍

市
民
と
だ
け
、
ゼ
ロ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
力

を
抜
い
て
互
い
に
声
を
か
け
て
み
ま
せ
ん

か
。

（
文
：
県
立
広
島
大
学

 

上
水
流 

久
彦 

准
教
授

イ
ラ
ス
ト
：

　
ロ
ナ
ル
ド
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト 

准
教
授
）

違
う
文
化
か
ら
日
本
を
考
え
る

 

人
権
多
文
化
共
生
推
進
課
　
☎
42
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